
福井・タンザニア市民共同発電所

プロジェクトの大まかな提案

２０１７年１１月１６日テレビ映画館での風景
タンザニア農村で太陽光発電設置



市民共同発電所の事業スキーム（７号機の事例）

資金調達は、少人数私募債と寄附協力金、

銀行融資等。

市民出資による太陽光発電事業をすすめ

ることと、エネルギーの地産地消やそこで

生み出された収益が地域の産業とも連携で

きるように協力金の配当には地域特産品を

お送りします。



福井・タンザニア市民共同発電所

日本とタンザニアの市民をつないで、持続可能な社会形成
タンザニアの農村は、豊かなくらしのためにエネルギーが必要。太陽光発電の設置でＣＯ２を増やさない

日本の家庭部門は、ＣＯ２４０％削減が目標であり、エネルギーの削減で実現しなければならない。

タンザニアで必要なエネルギーと日本の削減エネルギーとバランスを取ることで、世界のエネルギー消費量を増やさず、豊かさを実現し、ＣＯ２も削減する。
発電所の電気 節電所の電気



携帯電話充電ステーション
携帯の充電量＝２Ah×５V＝１０Wh

太陽光パネル６０Wの充電量＝４００Wh／日

色々な効率を考えて、1日当たり携帯20台を充電できる。

太陽光充電セット５万円
充放電コントローラー



タンザニアの発電と福井の節電をオフセット

それに対する福井での節電所は、１００W電

球をLEDに交換する家を１１軒集める必要が

ある。

それだけだと、１１軒から１０万円の出資金を

集めて、LED電球を１１軒に支給すればよい。

100WLEDを11軒に支給

タンザニアに1500Wの太陽光発

電セットを導入するには、100万

円の資金が必要。

もっと多くの人に関わってもらう工夫？をみんなで考える



プロジェクトのすすめ方

• 助成金の申請
• プロジェクト準備会での検討
いろいろな意見・アイデアを出し合い、プロジェクト提案書を作成

• プロジェクト発足式
• プレ市民発電所の企画づくり
• 事業計画づくり→出資者募集
• 発電所設置と電気の利用運用スタート
• プレ発電所報告交流会の開催（スカイプ会議）
• タンザニア農村での市民発電所１号機作り


